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瓢箪山古墳の周辺でもっとも注目される大型古墳は，その北西約 2.7km に位置する向山 16
号墳（53）である。同古墳は，あらたに発見された墳丘長約 68m の前方後円墳で，古墳時代
前期から後期にいたる十数基の古墳が丘陵の頂部に沿って連続的に築かれた向山古墳群（54）
の最西端に位置する。1998 年～ 2014 年に実施された発掘調査の結果，後円部頂で竪穴式石
槨が確認されるとともに，墳丘からは古墳時代前期中葉（大廓Ⅲ式期）の所産とみられる土















































































遺跡　44　鶴喰広田遺跡　45　青木 B 遺跡　46　青木原遺跡　47　上才塚遺跡　48 金沢遺跡　49　城西遺
跡　50　壱町田遺跡　51　道下遺跡　52　井之森古墳　53　向山 16 号墳　54　向山古墳群（1 ～ 15 号墳）





















瓢箪山古墳の測量調査は，2016 年 9 月 4 日～ 17 日と同年 11 月 11 日～ 13 日の計 15 日間
にわたって実施した。現地調査にあたっては，レーザーレベルによる標高点の観測とトータ
ルステーションによる平面観測を組み合わせた方法を採用し，25cm 毎の等高線を基本とし










～ 81.50m 付近に幅約 4m，長さ約 18m ほどの平坦面が認められるが，その下方は大きく削り
とられて，高さ約 3m の急崖となっている。この広い平坦面は，それよりも上方の墳丘斜面
が削り取られたことにより生じたものとみられるが，本来この部分に段築にともなう平坦面







る。当該部分における裾部の標高は，西側で 79.00m 前後，東側で 80.50m 前後である。
墳頂部は，後世のものとみられる高まりが中央部に存在するものの，それ以外の部分は全
体として円形を呈する比較的平坦な面となっている。その標高は 84.25m ～ 84.50m で，直径
は 18m ～ 20m である。また，中央部の高まりを除く，最高点の標高は約 85m である。
以上の調査事実から後円部本来の規模を把握することは困難であるが，墳丘主軸に直交す
る方向の東西幅は現状で約 48m である。また，墳頂部中央の高まりを除く墳丘の高さは，西





る標高 76.00 ～ 76.50m 付近には，側縁部に平行してつづく幅１m 程度の平坦面が認められ，
西側の斜面長は東側の斜面長に比べて明らかに長くなっている。さらに，前方部中央（横断




　前方部頂の平坦面は，後円部側の標高 80.50m 付近から前端側の標高 78.75m 付近にかけて





























































































































































2016 年度に実施した測量調査の成果をふまえ，2017 年 9 月 4 日～ 23 日の計 18 日間，瓢
箪山古墳の形態や規模，墳丘構造をさらに詳しく把握することを目的として，合計 6 地点で
トレンチ調査を実施した（第 4 図）。まず，後円部については，墳丘主軸に直交する東西方
向の裾部に，それぞれ第 1 トレンチ，第 2 トレンチを設定した。また，くびれ部については，
西側くびれ部に第 3 トレンチ及び第 6 トレンチを設定した。さらに，前方部の西側には墳丘
の段構造を確認することを視野に入れながら第 4 トレンチを設定し，前方部前端の裾部には




墳端の検出と周溝の確認を目的とし，墳丘の西側に幅 1.0m，長さ 8.0m のトレンチを設定
した。トレンチは，後円部西側の最大径付近と予想される位置に，墳丘の主軸と直交する方
向に設定した。後円部の中心からトレンチ西端までの距離は 38.5m である。
地山面 6）までの堆積は，浅いところで約 20cm，深いところで約 80cm であった。トレンチ







幅 1.0m，長さ 7.0m のトレンチを設定した。トレンチは墳丘の主軸と直交し，後円部の中心
からトレンチ東端までの距離は 29.5m である。
本トレンチは，畑の造成により墳裾部が完全に削平されている部分にあたる。地山面まで
の堆積は，浅いところで約 10cm，深いところで約 90cm であった。地山は，トレンチ西端か
ら 4.5m 付近まで緩やかに下降し，そこから約 0.2m 進む間に約 20cm 落ち込んでいた。さらに，




トレンチの西端から 4.5m 付近までの緩斜面や，その東側にみられた約 0.7m の平坦面は，
後世の削平によるものとみられるが，覆土の状況から判断すると，トレンチ東端側の落ち込
みは本古墳に関係するものと考えられる。ただし，この落ち込みが墳端に相当するのか，第
















































































（4）第 6 トレンチ（第 5 図）
第 3 トレンチの調査成果をふまえ，調査期間後半に設定したトレンチである。くびれ部の
検出を目的とし，墳丘西側の斜面に，幅 1.5m，長さ 7.0m のトレンチを設定した。トレンチ
は墳丘の主軸に直交する軸線に沿い，主軸からトレンチ西端までの距離は 22.0m である。
本トレンチの東側では地山削り出しによる墳丘構築面が認められ，構築面までの堆積は，
浅いところで約 30cm，深いところで約 85cm であった。第 3 トレンチと同様に竹類による撹
乱がみられたが，堆積状況は比較的良好である。東端から 1.4m 付近まではやや平坦な面が
認められ，その部分の標高は約 75.6m である。そこから，東端より 3.3m 付近まで進む間に，
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第 5 図　第 6 トレンチ平面図・断面図（1：80）
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（1）第 4 トレンチ（第 6 図）




調査の結果，トレンチの東端から西へ 0.1 ～ 3.4m の範囲で地山を削り出したとみられる墳
丘構築面が検出された。トレンチ東端から西に 0.1m の範囲では，地山を削り出した面がよ
り西側の斜面とは異なる傾斜角を示すが，トレンチ外となるためより東側の状況を確認する
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角に大きな違いは認められない。この傾斜はトレンチ東端から西へ約 3.4m，標高 74.70m の
地点で終わり，幅 1.2m 程度の平坦面を挟んだのち，トレンチ東端から約 4.7m の地点に存在
するわずかな落ち込みを経て，その西側は再び平坦面となっていた。
本トレンチでは，直径 6.5 ～ 26.0cm で平均直径 15cm 程度の円礫が 20 点以上出土した。
円礫は表土から地山直上までの堆積層全体に分布し，また平面的にもトレンチ内に広く分布























第 4 ～ 6 トレンチの調査結果から，墳端とみられる地点の外側に幅約 1m 前後の平坦面も
しくは緩傾斜面が存在することが判明した。この面はいずれも墳端から始まり，約 1m 離れ
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位置づけられる神奈川県逗子市・葉山町長柄桜山 1 号墳（前方後円墳・91.3m：佐藤・山口 




























4） 　瓢箪山古墳の基準点測量については，株式会社フジヤマに委託し，2017 年 9 月 7 日に実施した。
5） 　地権者が伝え聞いた話によると，畑の石積みに利用された礫が古墳以外の場所から搬入されたことは
ないという。






























第 1・3 ～ 7 図　筆者作成。
第 2 図　国土地理院二万五千分の一地形図をもとに作成。
